




























ルノーポルは 11,000 人、レオポルト・フォン・ザッハー = マゾッホの『コ
ロメアのドン・ジュアン』のコロメアは 15,000 人であった。この数字は、











に書かれた『死は駄作』Der Tod ist ein Flopp については、すでに論考を行っ
ている。（5）
　本稿では、モルゲンシュテルンの代表作である三部作『奈落の火花』
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